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賦
光
源
氏
物
語
詩
序
に
つ
い
て

一

鎌
倉
時
代
に
お
け
る

『源
氏
物
語
』
享
受
史
上
の
一
作
品
と
し
て

『賦
光
源

氏
物
語
詩
』
が
あ
る
。
「桐
壺
」
以
下
の
五
十
四
帖
に
つ
い
て
、
各
巻
の
内
容

を
七
言
律
詩
、
各

一
首
に
賦
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
か
な
り
長
文
の
序
が
付

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
群
書
類
従

（文
筆
部
、
巻

一
三
四
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
漢
詩
文
で
あ
る
た
め
に
敬
遠
さ
れ
て
か
、
『源
氏
物
語
』
研
究
に

お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
し
か
し
、
『源
氏
物

語
』
享
受
史
に
お
い
て
は
早
い
時
期

（
一
三
九

一
年
成
立
）
に
属
す
る
資
料
で

あ
り
、　
一
考
し
て
み
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

本
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
紙
幅
の
都
合
で
、
詩
序
に
限
定
し
て
考
察
す
る
。

こ
の
序
は
こ
れ
ま
で
ま
と
も
に
読
ま
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
読
解
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

ま
ず
本
文
を
あ
げ
る
が
、
文
章
の
形
式
、
叙
述
の
展
開
が
分
か
り
や
す
い
よ

後

藤

昭

雄

う
に
、
形
を
整
え
て
示
す
。
ま
た
、
後
の
論
述
の
便
宜
の
た
め
に
、
段
落
の
句

頭
に
記
号
を
付
し
た
。

ア
夫
、
光
源
氏
物
語
者
本
朝
神
秘
書
也
。

浅
見
寡
聞
之
者
、
以
レ之
為
二遊
戯
之
弄
ヽ

深
思
好
学
之
者
、
以
レ之
為
二惇
誨
之
基
「

載
二神
代
之
事
・述
二人
代
之
事
ヽ
敦
二与
舎
人
親
王
之
華
篇
ヽ

惣
二百
家
之
書
・編
三

家
之
書
ヽ
其
二奈
司
馬
子
長
之
実
録
「

誰
謂
二花
鳥
之
媒
ヽ
即
通
二和
漢
之
籍
「

イ
此
物
語
之
為
レ体
也
、

仁
主
四
代
之
継
二天
詐
一焉
、
鴻
需
徳
遍
、

三
公
百
僚
之
仰
二
風
化
一実
、
鱗
水
契
深
。

或
入
二深
宮
之
華
帳
・今
結
二密
契
ヽ
模
三在
原
中
将
之
耽
二艶
色
ヽ

或
出
二散
地
之
松
戸
一分
為
二好
逮
（
如
・・一交
野
小
女
之
顕
二栄
昌
「

凡
販
儲
弐
之
輝
二銀
膀
ヽ
博
陸
之
惣
二紫
機
（

後
宮
綺
羅
之
佳
人
、
維
城
盤
石
之
宗
子
、

是
皆
追
二聖
代
聖
治
之
法
度
ヽ
莫
レ
不
レ
可
二左
史
右
史
之
書
紀
「

ウ
況
又
、
論
二政
理
ヽ
則
純
■
一綱
五
常
之
道
ヽ



述
二敗
遊
ヽ
亦
幸
二大
原
小
塩
之
山
ヽ

敬
二霊
神
ヽ
議
二斎
宮
斎
院
之
卜
定
「

帰
二覚
王
ヽ
示
二
顕
教
密
教
之
奥
旨
つ

何
唯
蘭
省
梨
園
花
月
之
庭
、
菱
二錦
帳
・而
賜
レ宴
、

離
宮
別
館
泉
石
之
湖
、
動
二
玉
轄
・而
考
レ槃
而
己
。

工
至
レ如
下
彼
吟
二摂
州
播
州
之
海
浜
ヽ
還
至
二太
上
之
尊
ヽ

坐
二葵
上
紫
上
之
泉
壌
ヽ
独
観
中
分
段
之
理
上
、

世
上
之
衛
伏
不
レ定
、
任
二天
運
於
南
華
之
夢
ヽ

人
間
之
哀
楽
易
レ変
、
傷
二露
命
於
北
亡
之
秋
・者
也
。

オ
抑
、
有
二源
氏
家
督
之
愛
子
ヽ
列
二杏
壇
枕
市
之
生
徒
「

夜
学
無
レ倦
、
雪
代
二九
枝
之
灯
ヽ

時
習
不
レ欅
、
蛍
照
二
五
華
之
筵
「

遂
使
下
准
二
登
省
・而
奉
レ試
、
龍
門
鱗
飛
之
才
不
レ拘
、

任
二補
閥
一而
蝙
レ忠
、
鸞
殿
羽
化
之
誉
遠
聞
上
。

嗜
レ学
事
レ父
者
、
孝
之
始
也
。

曳
二紫
綬
一而
昇
ｉ
一台
「

然
間
、
毘
二朝
務
一而
揚
二夕
霧
之
称
謂
ヽ

逢
二
明
時
・而
底
二天
時
之
曼
理
「

以
レ文
治
レ世
、
其
義
云
明
。　
一
部
之
要
、
只
在
二此
事
「

力
鳴
呼
、
東
呉
王
孫
、
西
蜀
公
子
、
仮
レ名
顕
レ実
之
文
楽
然
。

長
者
朽
宅
、
迷
レ人
化
城
、
以
レ
喩
利
レ人
之
教
卓
爾
。

匪
レ
写
二儒
林
風
雅
之
言
葉
ヽ
兼
依
讐
並山
世
尊
之
法
華
「

義
通
二内
外
ヽ
詞
譜
二古
今
「
著
作
之
趣
、
不
・一其
然
一乎
。

キ
予
、
属
二余
暇
一而
披
二此
篇
章
ヽ
催
二千
感
一而
賦
二彼
旨
趣
「

五
十
四
巻
、
不
レ残
■

巻
ヽ

二
十
二
韻
、
無
レ漏
三

韻
「

加
之
、
終
頭
、
雖
レ背
・一六
義
ヽ
不
レ堪
二物
語
優
賞
ヽ
忽
賦
二作
者
之
操
行
つ

但
、
魯
昏
之
性
不
レ俊
、
空
隔
二白
太
保
之
昔
様
ヽ

周
年
之
頌
難
レ慣
、
懸
翫
二紫
式
部
之
露
詞
「

是
則
井
蛙
之
智
、
不
レ知
二海
鼈
ヽ

籠
鵬
之
楽
、
不
レ羨
二雲
鵬
・之
謂
也
。

自
然
之
理
、
又
亦
如
レ此
。

干
レ時
、
鳳
暦
正
応
之
四
載
、
雁
序
清
涼
之
八
月
云
レ外
。

段
落
で
区
切

っ
て
訓
読
し
、
説
明
を
加
え
て
い
こ
う
。

ア
　
夫
れ
光
源
氏
物
語
は
本
朝
の
神
秘
の
書
な
り
。
浅
見
寡
間
の
者
は
、
之
を

以
つ
て
遊
戯
の

弄

と
為
し
、
深
思
好
学
の
者
は
、
之
を
以
つ
て
惇
誨
の
基

と
為
す
。
神
代
の
事
を
載
せ
人
代
の
事
を
述
ぶ
、
舎
人
親
王
の
華
篇
と
敦
与

ぞ
、
百
家
の
書
を
惣
べ
て
一
家
の
書
を
編
む
、
司
馬
子
長
の
実
録
に
其
奈
ぞ
。

誰
か
花
鳥
の

難
ち
と
謂
ひ
し
、
即
ち
和
漢
の
籍
に
通
ぜ
り
。

「惇
誨
」
は

一
生
懸
命
に
教
え
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て

「惇
誨
之
基
」
は
教

科
書
と
い
つ
こ
と
に
な
う
つ
。

次
の
一
聯
、
塞
口人
親
王
之
華
篇
」
は
い
う
ま
で
も
な
く

『
日
本
書
紀
』
で

あ
る
。
「司
馬
子
長
」
は
司
馬
遷
、
し
た
が
っ
て
そ
の

「実
録
」
と
は

『史
記
』

で
あ
る
。
後
句
は

『史
記
』
の

「太
史
公
自
序
」
に

「以
二拾
遺
補
閾
ヽ
成
三

家
之
言
ヽ
版
協
・一六
経
異
伝
ヽ
整
二
百
家
雑
語
こ

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
紀

在
昌
の

「北
堂
漢
書
克
宴
、
詠
レ史
得
二蘇
武
こ

詩
序

（『本
朝
文
粋
』
巻
九
）

に

「司
馬
遷
命
世
之
才
也
。
廼
成
三

家
之
言
こ

と
い
う
の
も
こ
れ
に
よ
る
。

こ
の
一
聯
は

『源
氏
物
語
』
を

『
日
本
書
紀
』
と

『史
記
』
と
に
比
較
す
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
「蛍
」
の
巻
に
お
い
て
、
光
源
氏
が
玉
蟹
を
相
手
に
語
る



有
名
な
物
語
論
の

「
（物
語
は
）
神
代
よ
り
世
に
あ
る
こ
と
を
記
し
お
け
る
な

な
り
。
日
本
紀
な
ど
は
た
だ
か
た
そ
ば
ぞ
か
し
。
こ
れ
ら
に
こ
そ
道
々
し
く
く

は
し
き
こ
と
は
あ
ら
め
」
公
一一１
２‐２
）
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
。

「花
鳥
之
媒
」
は

『古
今
集
』
真
名
序
の
、

好
色
之
家
、
以
レ此
為
二花
鳥
之
使
ヽ

乞
食
之
客
、
以
レ之
為
二活
計
之
媒
「

の
傍
線
部
に
基
づ
く
語
句
で
あ
る
。
「花
鳥
之
使
」
と
は
恋
の
使
い
、
「花
鳥
之

媒
」
も
同
義
で
あ
る
。
『源
氏
物
語
』
が
そ
の
よ
う
な
書
だ
な
ど
と
誰
が
い
う

の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
意
。
な
お
、
先
の
第

一
聯
の

「―
者
、
以
之
為
―
」

と
い
う
句
形
に
よ
る
隔
句
対
も
右
の
圏
点
部
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「和
漢
之
籍
」
は

『
日
本
書
紀
』
と

『史
記
』
で
あ
る
。
『源
氏
物
語
』
は
男

女
の
恋
の
仲
介
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
正
史
に
比
す
べ
き
書
で
あ
る
。

イ
　
此
の
物
語
の
体
為
る
や
、
仁
主
四
代
の
天
詐
を
継
ぐ
、
鴻
需
の
徳
遍
し
、

三
公
百
僚
の
風
化
を
仰
ぐ
、
鱗
水
の
契
深
し
。
或
い
は
深
宮
の
華
帳
に
入
り

て
密
契
を
結
ぶ
、
在
原
中
将
の
艶
色
に
耽
る
を
模
す
、
或
い
は
散
地
の
松
戸

よ
り
出
で
て
好
逮
と
為
る
、
交
野
の
小
女
の
栄
昌
を
顕
せ
し
が
如
し
。
凡
そ

販
れ
儲
弐
の
銀
膀
を
輝
か
せ
し
、
博
陸
の
紫
機
を
惣
べ
た
る
、
後
宮
綺
羅
の

佳
人
、
維
城
盤
石
の
宗
子
、
是
れ
皆
聖
代
聖
治
の
法
度
を
追
ひ
、
左
史
右
史

の
書
紀
す
べ
か
ら
ざ
る
は
な
し
。

こ
こ
で
は
、
物
語
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
を
述
べ
る
。

「仁
主
四
代
」
は
桐
壺
、
朱
雀
、
冷
泉
、
今
上
の
四
代
で
あ
る
。
「鴻
需
」
は

広
大
な
恩
恵
。
こ
れ
と
対
を
成
す

「鱗
水
の
契
」
は
い
わ
ゆ
る
水
魚
の
交
わ
り

を
い
う
。
「鱗
」
は
魚
。
フ
一国
志
』
蜀
志
、
諸
葛
亮
伝
に
、
蜀
主
劉
備
が
自
分

と
諸
葛
孔
明
と
の
関
係
を

「孤

（私
）
の
孔
明
有
る
は
、
な
ほ
魚
の
水
有
る
が

ご
と
し
」
と
い
う
の
に
出
る
が
、
こ
こ
も
君
臣
の
間
の
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
。

「朱
雀
院
周
忌
願
文
」
（大
江
朝
綱
、
『本
朝
文
粋
』
巻
十
四
）
に
、
「鶴
林
雲
に

帰
し
、
鱗
水
義
絶
ゆ
」
と
い
う
の
は
、
法
皇
の
死
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
絶
え
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。

こ
の
物
語
に
は
、
ま
ず
四
代
に
亙
る
天
皇
の
徳
化
と
、
こ
れ
を
仰
ぎ
慕
う
君

臣
と
の
あ
る
べ
き
関
係
が
叙
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

次
の
一
聯
は
物
語
中
の
具
体
的
な
人
物
像
に
触
れ
て
い
る
。

深
宮
の
華
帳
に
入
り
て
密
か
な
契
り
を
結
ぶ
。
「華
帳
」
は
女
性
の
居
室
の

象
徴
で
あ
る
。
宮
殿
の
奥
深
い
美
し
い
几
帳
の
中
に
忍
び
入
っ
て
、
秘
め
ら
れ

た
契
り
を
結
ぶ
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
源
氏
と
藤
壺
と
の
密
事
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
在
原
中
将
の
、
す
な
わ
ち

『伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
の
振
舞
い

に
倣
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
当
た
る
の
は
六
十
五
段
ほ
か
で
語
ら
れ
る
、
業

平
と
二
条
后
と
の
密
や
か
な
恋
で
あ
ろ
う
。

散
地
の
松
戸
よ
り
出
で
て
好
逮
と
為
る
。
「散
地
」
は
閑
散
と
し
た
土
地
、

ま
た
こ
れ
に
比
喩
さ
れ
る
地
位
、
官
職
を
い
う
。
「好
述
」
は
好
き
伴
侶
。
い

う
ま
で
も
な
く

『詩
経
』
「関
唯
」
に
出
る
語
で
あ
る
。
「窃
実
た
る
淑
女
は
、

君
子
の
好
逮
」。
閑
散
な
家
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
貴
公
子
の
好
き
伴
侶
と

な
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
明
石
姫
君
で
あ
る
。
彼
女
は

「
口
惜
し
き
山

賤
」
と
自
嘲
す
る
前
播
磨
守
明
石
入
道
の
娘
に
生
ま
れ
た
が
、
光
源
氏
に
迎
え

取
ら
れ
て
明
石
中
宮
を
生
み
、
つ
い
に
は
国
母
の
母
と
い
う
地
位
を
得
た

「幸

ひ
人
」
で
あ
る
。
こ
の
明
石
姫
君
の
生
涯
は
、
ま
さ
に

「交
野
の
小
女
」
が
栄

耀
を
獲
得
し
て
い
く
物
語
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
交
野
の
小
女
は
散
供
物
語

『交
野
少
将
物
語
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
考
え
ら
れ
る
女
性
で
あ
る
。

こ
の
一
聯
は
物
語
中
の
人
物
造
型
の
モ
デ
ル
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
の
一
文
、
「儲
弐
」
は
皇
太
子
、
「銀
膀
」
は
門
に
懸
け
ら
れ
た
銀
の
か
け

札
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
皇
太
子
の
表
象
で
あ
る
。
「紫
機
」
は
朝
廷
の
重
要
な



政
務
。
「維
城
…
。二
小
子
」
は

『詩
経
』
大
雅
、
板
の

「大
邦
は
維
れ
屏
、
大

宗
は
維
れ
翰
、
徳
を
懐
へ
ば
維
れ
寧
し
、
宗
子
は
維
れ
城
な
り
」
を
用
い
る
。

「宗
子
」
は
嫡
子
で
、
た
と
え
ば
左
大
臣
家
の
家
督
頭
中
将
は
そ
の
一
人
で
あ

る
。
「左
史
右
史
」
は

『礼
記
』
玉
藻
の
語
で
、
天
子
の
側
に
在

っ
て
そ
の
行

い
や
言
葉
を
記
録
す
る
者
を
い
う
。

東
宮
や
大
臣
、
ま
た
後
宮
の
佳
人
た
ち
や
貴
種
の
後
取
り
、
こ
う
し
た
人
び

と
の
活
躍
、
言
動
が
物
語
に
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
代

が
聖
代
で
あ
る
こ
と
を
も
の
語
る
も
の
で
、
天
子
の
記
録
係
も
書
き
記
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
こ
と
ど
も
で
あ
る
。

ウ
　
況
ん
や
又
、
政
理
を
論
じ
て
は
則
ち
三
綱
五
常
の
道
を
純
し
、
敗
遊
を
述

べ
て
は
亦
大
原
小
塩
の
山
に
幸
す
。
霊
神
を
敬
ひ
て
は
斎
宮
斎
院
の
卜
定
を

議
し
、
覚
王
に
帰
し
て
は
顕
教
密
教
の
奥
旨
を
示
す
。
何
ぞ
唯
に
蘭
省
梨
園

の
花
月
の
庭
に
、
錦
帳
を
菱
げ
て
宴
を
賜
は
り
、
離
宮
別
館
の
泉
石
の
制
に
、

玉
轄
を
動
ら
し
て

槃

を
考
す
の
み
な
ら
ん
や
。

「三
綱
五
常
」
は
儒
教
に
お
い
て
人
間
の
重
ん
ず
べ
き
道
。
「欧
遊
」
は
狩
り
。

「大
原
小
塩
の
山
」
へ
の
行
幸
は

「行
幸
」
巻
に
描
か
れ
て
い
る
冷
泉
帝
の
そ

れ
で
あ
る
。
そ
の
折
、
狩
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
物
語
に
、
「親
王
た
ち
、

上
達
部
な
ど
も
、
鷹
に
か
か
づ
ら
ひ
た
ま
へ
る
は
、
め
づ
ら
し
き
狩
の
御
装
ひ

ど
も
を
設
け
た
ま
ふ
」
Ｔ
一１
２９０
）
と
い
う
叙
述
が
あ
る
が
、
詩
も
そ
の
こ
と

を
詠
ん
で
い
る
。
「御
幸
」
の
前
半
に
、

小
塩
山
麓
大
原
野
　
　
　
小
塩
の
山
麓
大
原
野

諸
衛
葦
構
奉
帝
皇
　
　
　
諸
衛
は
葦
構
し
て
帝
皇
に
奉
ふ

万
乗
幸
西
鷹
猟
路
　
　
　
万
乗
西
に
幸
す
鷹
猟
の
路

三
台
以
下
直
従
場
　
　
　
一一一台
以
下
后
従
の
場

と
あ
る
。
「葦
構
」
は
革
の
腕
覆
い
、
ヨ
ズ
こ

は
大
臣
を
い
う
。

「斎
宮
斎
院
の
卜
定
」
は
い
く
つ
か
の
例
が
あ
る
。
斎
宮
と
な
る
の
は
六
条

御
息
所
の
娘
、
の
ち
の
秋
好
中
宮
で
、
朱
雀
帝
の
即
位
に
伴

っ
て
斎
宮
に
選
ば

れ
る

（「葵
」
巻
）。
斎
院
の
代
表
は
朝
顔
の
姫
君
で
、
先
の
斎
宮
の
伊
勢
へ
の

下
向
が
語
ら
れ
る

「賢
木
」
巻
で
、
彼
女
は
斎
院
に
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
朝
顔

の
斎
院
の
先
代
で
あ
っ
た
の
は
桐
壺
院
皇
女
の
女
三
宮
で
、
そ
の
御
楔
の
見
物

の
折
に
、
葵
上
と
六
条
御
息
所
と
の
車
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
り
、
詩
も

「葵
」
に
そ
の
こ
と
を
詠
む
が
、
第

一
聯
、

后
腹
三
宮
催
御
楔
　
　
　
后
腹
の
三
宮
御
楔
を
催
す

諸
卿
追
従
敬
尊
神
　
　
　
諸
卿
追
従
し
て
尊
神
を
敬
ふ

の

「敬
尊
神
」
は
詩
序
の

「霊
神
を
敬
ふ
」
に
は
な
は
だ
近
い
。

「覚
王
」
は
仏
陀
。
「覚
王
に
帰
し
て
」
の
一
文
は
、
物
語
に
は
仏
教
の
教
え

も
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

次
の
文
章
、
前
句
の

「蘭
省
」
「錦
帳
」
は

『和
漢
朗
詠
集
』
（山
家
）
に
も

引
か
れ
て
い
る
自
居
易
の

「蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
慮
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
措
辞

を
用
い
る
。
後
句
の

「玉
轄
」
は
天
子
の
車
。
「
槃

を
考
す
」
は

『詩
経
』

の
詩
語
で
、
「衛
風
」
の
篇
名
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
段
落
は
、
物
語
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単
に
宮
廷
や
離
宮
で
く
り

展
げ
ら
れ
る
遊
宴
や
逸
楽
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
倫
の
道
、
帝
王
と
し
て
の
行

動
、
神
に
対
す
る
崇
敬
、
仏
教
の
奥
義
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
。

工
　
彼
の
摂
州
播
州
の
海
浜
に
吟
き
て
、
還
た
太
上
の
尊
き
に
至
り
、
葵
上
紫

上
の
泉
壌
に
坐
し
て
、
独
り
分
段
の
理
を
観
る
が
如
き
に
至
つ
て
は
、
世
上

の
綺
伏
定
ま
ら
ず
、
天
運
を
南
華
の
夢
に
任
す
、
人
間
の
哀
楽
変
は
り
易
し
、

露
命
を
北
亡
の
秋
に
傷
む
も
の
な
り
。

こ
の
段
落
も
物
語
の
具
体
的
な
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
。
対
偶
を
な
し
て
い



る
が
、
前
者
は
光
源
氏
の
運
命
で
あ
る
。
摂
津
、
播
磨
の
海
辺
は
い
う
ま
で
も

な
く
須
磨
、
明
石
で
あ
る
。
そ
の
地
で
不
遇
を
歎
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
つ
い

に
は
准
太
上
天
皇
と
い
う
尊
位
に
ま
で
至
っ
た
。
後
者
は
二
人
の
女
性
と
の
死

別
で
あ
る
。
「泉
壌
」
は
あ
の
世
、
「分
断
の
理
」
は
寿
命
に
限
界
を
持
つ
凡
夫

た
る
者
の
免
れ
が
た
い
理
、
す
な
わ
ち
死
を
い
う
。

「世
上
椅
伏
不
定
」
は
白
居
易
の

「放
言
五
首
」
翁
白
氏
文
集
』
巻
十
五
）

の
第
二
首
の

「世
途
侍
伏
都
不
レ定
、
塵
網
牽
纏
卒
不
レ休
」
に
拠
る
。
「天
運
」

は
天
命
、
運
命
。
「南
華
」
は
荘
周

（荘
子
）
の
別
称
で
、
そ
の
夢
と
は
、
『荘

子
』
斉
物
論
の
、
荘
周
が
夢
の
中
で
胡
蝶
と
な
っ
て
ひ
ら
ひ
ら
と
空
を
舞

っ
て

楽
し
み
、
覚
め
た
の
ち
、
自
分
が
胡
蝶
と
な
っ
た
夢
を
み
た
の
か
、
胡
蝶
が
夢

の
中
で
い
ま
人
間
と
な
っ
て
い
る
の
が
自
分
な
の
か
、
迷
っ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
「哀
楽
易
変
」
は

『古
今
集
』
真
名
序
の

「思
慮
易
レ遷
、
哀
楽
相
変
」
を
用

い
る
も
の
か
。
「北
亡
」
は
亡
山
、
洛
陽
の
北
に
あ
る
の
で
こ
う
称
さ
れ
た
。

貴
人
の
墓
が
多
く
造
ら
れ
た
所
で
、
日
本
で
い
え
ば
鳥
辺
野
で
あ
る
。

光
源
氏
は
須
磨
、
明
石
に
流
寓
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
は
栄
華
を

極
め
る
。
こ
こ
に
は
人
間
の
運
命
の
不
可
知
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
愛
す
る
二
人
の
女
性
の
死
に
立
ち
合
っ
て
、
人
と
し
て
免
れ
が
た
い
理

法
を
見
る
。
こ
こ
に
は
人
間
の
哀
楽
の
不
定
、
は
か
な
い
人
の
命
を
い
た
む
場

面
が
描
か
れ
て
い
る
。

オ
　
そ
も
そ
も
、
源
氏
家
督
の
愛
子
有
り
、
杏
壇
椀
市
の
生
徒
に
列
な
る
。
夜

学
び
て
倦
む
こ
と
な
し
、
雪
を
九
枝
の
灯
に
代
ふ
、
時
に
習
ひ
て
解
ら
ず
、

蛍
は
五
華
の
筵
を
照
ら
す
。
遂
に
登
省
に
准
じ
て
試
を
奉
じ
、
龍
門
鱗
飛
の

才
拘
は
れ
ず
、
補
開
に
任
ぜ
ら
れ
て
忠
を
場
く
す
、
鷲
殿
羽
化
の
誉
遠
く
聞

こ
ゆ
。
学
を
嗜
ん
で
父
に
事
ふ
る
は
、
孝
の
始
め
な
り
。
紫
綬
を
曳
き
て
三

台
に
昇
る
。
然
る
間
、
朝
務
を
毘
け
て
、
夕
霧
の
称
謂
を
揚
げ
、
明
時
に
逢

ひ
て
、
天
時
の
雙
理
を
底
す
。
文
を
以
つ
て
世
を
治
む
、
其
の
義
云
に
明
ら

か
な
り
。　
一
部
の
要
、
只
此
の
事
に
在
り
。

こ
の
一
段
は
す
べ
て
夕
霧
の
こ
と
を
叙
べ
て
い
る
。
前
半
は
大
学
寮
で
の
修

学
か
ら
官
途
に
就
く
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
物
語
で
は

「少
女
」
巻
に
描

か
れ
て
い
る
。
夕
霧
は
十
二
歳
と
な
り
元
服
す
る
。
源
氏
の
嫡
子
と
し
て
四
位

か
ら
出
発
し
て
当
然
で
あ
っ
た
が
、
人
格
形
成
に
、
ま
た
政
治
家
と
し
て
の
将

来
に
学
問
を
不
可
欠
と
考
え
た
源
氏
は
、
夕
霧
を
あ
え
て
六
位
に
と
ど
め
、

「大
学
の
道
に
し
ば
し
習
は
さ
む
」
と
い
う
異
例
の
道
を
歩
ま
せ
る
こ
と
と
す

Ｚつ
。「杏
壇
」
は
本
来
は
孔
子
が
学
問
を
教
え
た
所

（山
東
省
曲
阜
）、
「椀
市
」

は
大
学
で
、
「仲
春
釈
葉
、
聴
レ講
二古
文
孝
経
一同
賦
二
夙
夜
匪
，解
」
詩
序

（大

江
澄
明
、
『本
朝
文
粋
』
巻
九
）
に

「杏
壇
塊
市
之
前
、
円
冠
鼓
レ筐
」
の
用
例

が
あ
る
。

次
の
一
聯
は
い
わ
ゆ
る
蛍
雪
の
功
を
い
う
。
物
語
本
文
に
は

「窓
の
蛍
を
睦

び
、
枝
の
雪
を
馴
ら
し
た
ま
ふ
志
の
す
ぐ
れ
た
る
よ
」
Ｔ
一１
２６
）
と
い
う
０

「時
習
」
は
も
ち
ろ
ん

『論
語
』
「学
而
」
の
語
。
詩
に
も
賦
し
て
、
里
ヨ
と
蛍

と
を
衆
め
て
孤
り
睡
ら
ず
」
と
い
う
。

「登
省
」
は
式
部
省
が
行
う
試
験
を
受
け
る
こ
と
。
「准
じ
て
」
と
は
、
夕
霧

は
朱
雀
帝
の
朱
雀
院
行
幸
に
際
し
て
行
わ
れ
た
放
島
試
で
の
作
詩
に
よ
っ
て
文

章
生
に
選
ば
れ
た
の
で
、
こ
う
い
う
。
「龍
門
」
は
い
わ
ゆ
る
登
龍
門
で
あ
る
。

「不
拘
」
は
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
。
「補
開
」
は
侍

従
の
唐
名
で
、
「少
女
」
巻
に

「秋
の
司
召
に
か
う
ぶ
り
得
て
、
侍
従
に
な
り

た
ま
ひ
ぬ
」
公
二
１
７６
）
と
あ
る
。
「鸞
殿
羽
化
の
誉
」
と
は
朝
廷
に
出
仕
し
て

成
長
し
て
い
く
な
か
で
の
名
誉
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「嗜
学
」
は

『礼
記
』



（檀
弓
上
）
の
、
「事
父
」
と

「孝
之
始
也
」
は

『孝
経
』
の
措
辞
で
あ
る
。

後
半
は
物
語
の
第
二
部
、
第
二
部
で
の
こ
と
を
叙
し
て
い
る
。
「紫
綬
」
は

高
位
を
示
す
表
象
、
ヨ
〓
こ

は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
大
臣
の
位
を
い
う
。

次
の
聯
の

「雙
理
」
は
こ
れ
に
関
わ
る
語
で
、
調
え
お
さ
め
る
こ
と
。
『尚
書
』

周
官
の

「太
師

・
太
博

。
太
保
を
立
つ
。
舷
れ
惟
れ
三
公
な
り
。
道
を
論
じ
邦

を
経
め
、
陰
陽
を
雙
理
す
」
に
出
る
。

夕
霧
は
冷
泉
の
譲
位
を
承
け
て
今
上
が
即
位
し
た
こ
と
に
伴
い
、
大
納
言
と

な
る
が

（「若
菜
下
」
巻
）、
な
お

「
三
台
」
に
は
当
た
ら
な
い
。
右
大
臣
へ
の

昇
進
は
明
確
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
、
「匂
兵
部
卿
」
巻
で
右
大
臣
と
し

て
登
場
す
る
。
そ
う
し
て

「竹
河
」
巻
で
、
左
大
臣
の
死
を
承
け
て
、
夕
霧
が

左
大
臣
に
転
じ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
宇
治
十
帖
に
至
る
と
、
再
び
右

大
臣
と
称
さ
れ
て
い
て

（「左
」
と
す
る
諸
本
も
あ
る
）、
従
来
、
問
題
と
さ
れ

て
い
る
所
で
あ
る
。

力
　
鳴
呼
、
東
呉
の
王
孫
、
西
蜀
の
公
子
、
名
を
仮
り
て
実
を
顕
は
す
文
粂
然

た
り
。
長
者
の
朽
宅
、
人
を
迷
は
す
化
城
、
喩
へ
を
以
つ
て
人
を
利
す
る
教

へ
卓
爾
た
り
。
儒
林
風
雅
の
言
葉
を
写
す
の
み
に
匪
ず
、
兼
ね
て
霊

山
世

尊
の
法
華
に
依
る
。
義
は
内
外
に
通
じ
、
詞
は
古
今
を
諸
ん
ず
。
著
作
の
趣
、

其
れ
然
ら
ず
や
。

「東
呉
王
孫
」
「西
蜀
公
子
」
は

『文
選
』
の
語
で
あ
る
。
巻
四
～
六
に
、
賦

の
大
作
と
し
て
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
た
左
思
の
三
都
の
賦
―

「蜀
都

賦
」
「呉
都
賦
」
「魏
都
賦
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
西
蜀
公
子
、
東

呉
王
孫
、
魏
国
先
生
の
三
人
が
自
国
は
い
か
に
優
れ
た
所
で
あ
る
か
を
自
慢
す

る
と
い
う
結
構
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
二
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「名
を
仮

り
て
実
を
顕
は
す
」
と
は
仮
構
さ
れ
た
人
物
を
通
し
て
真
実
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
そ
の

「文
」
と
は
直
接
的
に
は
こ
れ
ら

の
賦
、
広
く
は
文
学
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
な
お
以
下
の
文
と
の
対

応
の
も
と
で
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
と
対
を
な
す

一
文
は

『法
華
経
』
を
踏
ま
え
る
。
「長
者
の
朽
宅
」
は

「比
喩
品
」
に
見
え
る
火
宅
の
喩
え
で
あ
る
。
あ
る
長
者
の
崩
れ
落
ち
そ
う
な

家
が
火
事
に
な
っ
た
。
中
で
は
子
供
た
ち
が
夢
中
で
遊
ん
で
い
て
呼
び
か
け
に

も
気
付
か
な
い
。
そ
こ
で
長
者
は

一
計
を
案
じ
、
「門
の
外
に
お
前
た
ち
の
好

き
な
玩
具
が
あ
る
ぞ
」
と
言
っ
て
、
子
供
た
ち
を
外
へ
誘
い
出
し
て
助
け
た
。

「化
城
」
は

「化
城
喩
品
」
の
喩
え
で
あ
る
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
遠
い
険

し
い
道
を
、
宝
を
求
め
て
人
び
と
が
歩
い
て
行
く
。
こ
れ
を
率
い
る
導
師
は
途

中
に
幻
の
城
を
現
出
さ
せ
て
力
づ
け
、
目
的
地
へ
進
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
「蛍
」

巻
の
物
語
論
中
に
い
う

「仏
の
い
と
う
る
は
し
き
心
に
て
説
き
お
き
た
ま
へ
る

御
法
も
方
便
と
い
う
こ
と
あ
り
て
」
Ｔ
一１
２‐２
）
の

「方
便
」
で
あ
る
。
す
な

は
ち

「喩
へ
を
以
つ
て
人
を
利
す
る
教
へ
」
と
は

『法
華
経
』
の
、
広
く
は
仏

教
の
教
え
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
こ
れ
が
次
の
一
文
の
後
半
の

「霊
山
世
尊
の
法
華
」
に
照
応
じ
、

さ
ら
に
次
の
一
句

「義
は
内
外
に
通
じ
」
の

「内
」
つ
ま
り
内
典
に
当
た
る
で

あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「外
」
は

「外
典
」
で
、
先
立

つ
一
文
の
前
半

「儒

林
風
雅
の
言
葉
」
が
そ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
遡
っ
て
先
述
の

「名
を
仮
り
て
実

を
顕
は
す
文
」
が
こ
れ
に
照
応
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

要
す
る
に
、
こ
の
段
落
は
、
『源
氏
物
語
』
は
虚
構
た
る
文
学
作
品
で
あ
る

が
、
仏
教
の
教
え
に
も
相
亙
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

キ
　
予
、
余
暇
に
属
り
て
此
の
篇
章
を
披
き
、
千
感
を
催
し
て
彼
の
旨
趣
を
賦

す
。
五
十
四
巻
、　
一
巻
を
も
残
さ
ず
、
二
十
二
韻
、　
一
韻
を
漏
ら
す
こ
と
な

し
。
加

之
、
終
頭
に
、
六
義
に
背
く
と
雖
も
、
物
語
の
優
賞
に
堪
へ
ず
、

忽
ち
作
者
の
操
行
を
賦
す
。
但
し
、
魯
昏
の
性
悛
ま
ら
ず
、
空
し
く
白
太
保



の
昔
様
に
隔
た
り
、
周
年
の
頌
慣
れ
難
し
、
懸
づ
ら
く
は
紫
式
部
の
露
詞
を

翫
ぶ
こ
と
を
。
是
れ
則
ち
井
蛙
の
智
は
、
海
鼈
を
知
ら
ず
、
籠
錫
の
楽
し
み

は
、
雲
鵬
を
羨
ま
ざ
る
謂
な
り
。
自
然
の
理
、
又
亦
此
く
の
如
し
。
時
に
、

鳳
暦
正
応
の
四
載
、
雁
序
清
涼
の
八
月
ホ
云
ふ
。

最
後
の
段
落
で
は
、
詩
を
賦
し
た
こ
と
を
、
自
己
の
才
能
を
卑
下
し
つ
つ
述

べ
る
。
詩
序
の
常
套
で
あ
る
。

「此
の
篇
章
」
は
も
ち
ろ
ん

『源
氏
物
語
』
で
あ
る
。

「
三
十
二
韻
、
無
漏

一
韻
」
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
序
の
次

に

「目
録
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
詩
の
韻
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。

東
　
　
　
若
紫
　
　
末
摘
花
　
　
紅
葉
賀
　
　
絵
合

冬
鐘
　
　
柏
木

江
　
　
　
澪
標

（以
下
略
）

な
ど
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「若
紫
」
ほ
か
の
四
巻
を
詠
ん
だ
詩
は
東
韻
の
字
を

韻
字
と
し
、
「柏
木
」
巻
は
通
用
の
冬

・
鐘
を
韻
字
と
し
て
用
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
韻
は
、
上
平
声
が
１
東
、
２
冬
鐘
、
３
江
、
…
…
１６
側

で
十
六
韻
、
下
平
声
が
１
先
、
２
粛
、
３
肴
、
―
・‥
、
‐６
厳
の
十
六
韻
で
、
合

わ
せ
て
三
十
二
韻
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
三
十
二
韻
で
あ
る
か
を
尋
ね
て
み
る
と
、
こ
れ
は

『童
蒙
頌

韻
』
に
見
る
よ
う
な
韻
の
体
系
に
拠

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『童
蒙
頌
韻
』
は

平
安
末
期
、
天
仁
二
年

（
一
一
〇
九
）
に
三
善
為
康
が
編
纂
し
た
韻
書
で
あ
る

が
、
上
平
声
、
下
平
声
そ
れ
ぞ
れ
十
六
韻
に
分
け
て
韻
字
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

二
十
二
韻
は
こ
れ
に
ぴ
っ
た
り
と

一
致
す
る
。

「終
頭
」
は
終
わ
り
の
意
で
、
「頭
」
は
接
尾
辞
。
白
居
易
が
よ
く
用
い
た
語

で
、
工
の
段
落
の

「世
上
侍
伏
不
定
」
の
典
拠
と
し
て
あ
げ
た

「放
言
五
首
」

の
そ
の
二
に
も

「信
ぜ
ず
は
君
見
よ
変
棋
の
者
、
輸
扇
須
ら
く
待

つ
べ
し
曲
の

終
頭
」
と
あ
る
。

五
十
四
首
の
最
後
、
「夢
浮
橋
」
の
さ
ら
に
そ
の
後
に
、
「作
者
の
操
行
を

賦
」
し
た

「賦
二物
語
作
者
紫
式
部
こ
　
一
首
が
あ
る
。

「魯
昏
」
は
暗
愚
。
「白
太
保
」
は
白
居
易
で
あ
る
。
白
居
易
の
作
に
は
遠
く

及
ば
な
い
。
「周
年
の
頌
」
は

『詩
経
』
頌
の

「周
頌
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
最
も
正
調
の
格
式
の
高
い
詩
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
は
そ
う
し
た
作

品
に
馴
れ
親
し
ん
で
は
い
な
い
。
「紫
式
部
の
露
詞
を
翫
ぶ
」
は
や
や
分
か
り

に
く
い
表
現
で
あ
る
。
「紫
式
部
の
露
詞
」
は
素
直
に
解
す
れ
ば

『源
氏
物
語
』

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「露
詞
」
は
ほ
か
に
用
例
を
見
出
し
が
た
い
語
で
あ

る
。
露
の
よ
う
な
、
つ
ま
り
消
え
や
す
い
、
は
か
な
い
詞
と
い
う
意
味
に
な
る

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
こ
の
文
脈
に
は
符
合
し
な
い
。
こ
の
句
は
、

舌
足
ら
ず
な
表
現
で
、
紫
式
部
の
作
で
あ
る

『源
氏
物
語
』
を
対
象
と
し
て
詩

を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「露
詞
」
を
互
倒
さ
せ
た

「詞
露
」
が
紀
貫

之
の

「新
撰
和
歌
序
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
十

一
）
に
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。春

露
秋
月
、
艶
流
を
言
葉
に
潤
し
、
花
色
鳥
声
、
浮
藻
を
詞
露
に
鮮
や
か

に
す
。

風
物
を
和
歌
に
詠
む
こ
と
を
い
う
。

「井
蛙
之
智
、
不
レ
知
二
海
整
こ

―

「離
翡
之
楽
、
不
レ
羨
二
雲
鵬
こ

の
対
偶

は

『
荘
子
』
に
見
え
る
逸
話
を
踏
ま
え
て
い
る
。
前
者
は

「秋
水
」
篇
に

「井

竜
は
以

つ
て
海
を
語
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
の
に
拠
る

（「竜
」
は

「蛙
」
に

同
じ
）
。
井
戸
の
中
の
蛙
に
海
の
こ
と
を
話
し
て
も
仕
方
が
な
い
。
後
者
は

「逍
進
遊
」
篇
に
見
え
る
。
北
の
海
に
鵬
と
い
う
鳥
が
い
て
、
翼
は
空
に
垂
れ

る
雲
の
よ
う
に
大
き
く
、
こ
れ
を
羽
ば
た
か
せ
て
九
万
里
の
高
さ
に
ま
で
昇
る



の
だ
が
、
小
鳥
の
斥
男
は
そ
れ
を
見
て
も
何
と
も
思
わ
な
い
。
卑
小
な
存
在
と

し
て
こ
の
二
物
を
対
語
に
し
た
用
例
と
し
て
、
「為
二
貞
信
公
・辞
二太
政
大
臣
・

第
二
表
」
（大
江
朝
綱
、
『本
朝
文
粋
』
巻
四
）
に
、

籠
鵬
短
翅
、
豊
思
二九
万
里
之
博
風
ヽ

井
蛙
浅
心
、
忽
迷
ｉ
一千
尺
之
激
浪
“

慶
滋
保
胤
の

「池
亭
記
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
）
に
、

男
住
二小
枝
ヽ
不
レ望
二郡
林
之
大
ヽ

蛙
在
二曲
井
ヽ
不
レ知
二槍
海
之
寛
「

が
あ
り
、
表
現
と
し
て
は

『本
朝
文
粋
』
巻
三
所
収
の
都
言
道

（良
香
）
の
対

策

（神
仙
）
の

「井
蛙
浅
智
、
当
レ
受
二
咲
於
海
鼈
こ

は
前
句

「井
蛙
之
智
、

不
レ知
二海
鼈
こ

に
き
わ
め
て
近
い
。

こ
の
賦
光
源
氏
物
語
詩
と
い
う
試
み
が
、
こ
の
よ
う
な
矮
小
な
行
為
に
し
か

過
ぎ
な
い
と
謙
遜
す
る
。

「自
然
の
理
」
は

『古
今
集
』
真
名
序
の
用
語
で
、

春
の
鶯
の
花
の
中
に
囀
り
、
秋
の
蝉
の
樹
の
上
に
吟
く
は
、
曲
折
無
し
と

雖
も
、
各
歌
謡
を
発
す
。
物
皆
之
れ
有
る
は
、
自
然
の
理
な
り
。

と

あ

る

。

最
後
に
制
作
年
次
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
正
応
四
年
、　
三
二
九

一
年
の
八
月

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
詩
を

『源
氏
物
語
』
の
享
受
史
に
正
確
に
位

置
づ
け
て
、
意
義
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

こ
の
詩
序
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か
。
そ
の
基
本
に

な
っ
て
い
る
の
は
戦
前
の
一
九
二
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
重
松
信
弘

『源
氏
物

語
研
究
史
』
（刀
江
書
院
）
で
、
「源
語
の
教
戒
観
の
成
立
」
を
示
す
文
献
の
一

つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
書
は
の
ち
増
補
が
施
さ

れ
た
の
で

「
新
孜
源
氏
物
語
研
究
史
』
風
間
董
房
、　
一
九
六

一
年
）、
こ
れ
に

よ
る
。
詩
序
に
つ
い
て
は
、
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

源
氏
は
日
本
紀

・
史
記
に
も
比
す
べ
き
史
書
で
、
聖
代
聖
治
の
法
度
を
追

ひ
、
三
綱
五
常
の
道
を
純
し
、
ま
た
顕
教
密
教
の
奥
旨
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
或
い
は
人
間
盛
衰
の
運
を
記
し
、
或
い
は
好
学
忠
孝
の
あ
と
を
記

し
た
も
の
と
す
る
。
特
に
光
源
氏
の
子
夕
霧
が
、
少
年
の
時
研
学
に
努
め
、

長
じ
て
政
務
に
精
励
し
、
又
よ
く
父
に
事
へ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
称
揚
し
、

「
一
部
之
要
在
二
此
事
こ

と
ま
で
云
ふ
が
、
そ
の
説
く
所
は
、
修
身
治
国

の
儒
教
道
徳
を
主
と
し
、
兼
ね
て
仏
理
を
附
説
す
る
。
詩
序
が
源
氏
の
本

意
と
し
て
説
く
所
は
、
外
典
の
旨
を
主
と
し
、
内
典
の
教
を
従
と
す
る
が
、

筆
者
は
詩
賦
の
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
。
儒
仏
の
教

理
の
存
在
を
説
く
点
で
は
、
親
行
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
精
し

く
考
へ
、
か
つ
積
極
的
で
あ
る
。
殊
に
儒
教
の
方
面
で
、
親
行
が
修
身
の

一
面
を
説
く
の
に
対
し
、
詩
序
は
中
国
の
史
観
を
持
つ
て
き
て
史
書
に
比

し
、
治
国
の
要
道
を
含
む
も
の
と
説
く
。
又
親
行
は

「
コ
レ
ヲ
タ
シ
ナ
マ

バ
菩
提
徳
脱
ノ
タ
ョ
リ
ト
モ
ナ
リ
ヌ
ベ
シ
」
の
程
度
で
あ
る
が
、
詩
序
は

本
質
的
に
教
戒
書
で
あ
る
と
の
意
味
を
強
調
し
て
、
「以
レ之
為
二
惇
誨
之

基
こ

と
云
ひ
、
「以
レ
喩
利
レ
人
之
教
卓
爾
」
と
も
云
ふ
。
２

０
四
頁
、

傍
線
は
引
用
者
）

論
述
が
明
晰
で
な
い
所
が
あ
る
の
で
、
引
用
が
長
文
に
及
ん
だ
。
詩
序
の
中

か
ら
要
語
と
考
え
る
語
句
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
を
綴
り
合
わ
せ
て
い
る
が
、
抜

き
出
さ
れ
た
語
句
を
詩
序
の
文
中
に
戻
し
て
み
る
と
、
そ
の
摘
出
は
文
章
の
論

述
の
展
開
や
、
対
偶
を
基
本
と
す
る
文
章
構
成
を
無
視
し
た
便
宜
的
な
所
も
あ

る
。
な
お
、
「親
行
」
は

『紫
明
抄
』
を
い
う
。



要
点
は
傍
線
部
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
が
原
文
の
ど
こ
に
基
づ
く
の
か

が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
。
右
の
論
述
の
流
れ
と
原
文
を
つ
き
合
わ
せ
る
と
、

「匪
レ
写
二儒
林
風
雅
之
言
葉
「
兼
依
≧
並山
世
尊
之
法
華
こ

が
そ
う
で
あ
ろ
う

か
と
推
量
す
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「仏
理
」
は
よ
し
と
し
て
、
「儒
林
風
雅

之
言
葉
」
を

「修
身
治
国
の
儒
教
道
徳
」
と
は
と
て
も
解
釈
で
き
な
い
。
こ
れ

は

〈虚
構
と
し
て
の
文
学
〉
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
、
前
節
に
述
べ
た
。

ま
た
、
「以
レ之
為
二惇
誨
之
基
こ
、
「以
レ喩
利
レ人
之
教
卓
爾
」
と
い
う
措
辞

に
基
づ
い
て
、
詩
序
は

『源
氏
物
語
』
は
教
戒
書
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

一
面
的
に
過
ぎ
よ
う
。

前
者
は
、
当
時
の
物
語
の
読
み
方
に
は
い
ろ
い
ろ
の
立
場
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
と
し
て

「惇
誨
の
基
と
為
す
」
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
対
極
に
は
、

物
語
を

「遊
戯
の
弄
と
為
す
」
読
者
も
い
る
の
で
あ
る
。
詩
序
の
作
者
が
前
者

の
立
場
に
与
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
。

ま
た

「以
レ喩
利
レ人
之
教
卓
爾
」
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
と
対
偶
を
な

し
て
い
る

「仮
レ名
顕
レ実
之
文
楽
然
」
も
や
は
り
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
章
は
そ
う
読
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
文
の
構
造
を
無
視
し
て
都
合
の
よ

い
所
を
摘
句
し
て
論
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

詩
序
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
は
検
証
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま

ま
、
以
後
も
こ
の
視
点
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

四

「賦
光
源
氏
物
語
詩
序
」
に
つ
い
て
の
多
く
は
な
い
後
の
論
述
も
重
松
著
の

理
解
か
ら

一
歩
も
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
読
解
を
踏
ま
え
て
新
し
い
視
点

か
ら
捉
え
直
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
論
は
詩
序
を
読
む
こ

と
を
主
眼
と
し
た
の
で
、
こ
れ
に
紙
幅
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。　
一
、
二
を
述

べ
る
に
止
め
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
ず
は
、
こ
の
詩
序
は
、
『源
氏
物
語
』
は
さ
ま
ざ
ま
の
側
面
を
持

っ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
、
と
理
解
す
る
の
が
基
本
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
詩
序
理
解
の
基
調
と
な
っ
て
い
た
、
『源
氏
物
語
』
を

儒
教
を
主
、
仏
教
を
従
と
し
た
教
戒
の
書
と
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
「深
思
好
学
の
者
は
之
を
以
つ
て
惇
誨
の
基
と
為
す
」
と
述
べ

て
い
る
の
で
、
「教
戒
の
書
」
と
し
て

『源
氏
物
語
』
を
理
解
す
る
立
場
が
あ

り
、
詩
序
の
作
者
も
こ
れ
を
好
し
と
し
て
い
る
こ
と
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
「仏

教
」
に
つ
い
て
は
、
「喩
へ
を
以
つ
て
人
を
利
す
る
教
へ
卓
爾
た
り
」
「兼
ね
て

霊
山
世
尊
の
法
華
に
依
る
」
の
措
辞
か
ら
、
そ
う
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し

「儒
教
」
に
つ
い
て
は
詩
序
の
ど
の
文
に
基
づ
い
て

「修
身
治
国
の
儒
教
道
徳
」

と
解
釈
し
て
い
る
の
か
が
分
明
で
な
い
。
「儒
林
風
雅
の
言
葉
」
は
そ
う
な
ら

な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
し
、
も
し

「聖
代
聖
治
の
法
度
を
追
ふ
」、
あ
る
い

は

「
三
綱
五
常
の
道
を
純
す
」
を
踏
ま
え
て
い
る
の
な
ら
、
こ
れ
は
初
め
に
述

べ
た
、
物
語
の
も
つ
多
様
性
の
そ
の
一
側
面
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
主
題
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
た
と
え
ば
オ
の
段
落
の
夕
霧

に
つ
い
て
の
叙
述
は
作
者
の
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
段
落
は
さ
ら
に
前
後
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
学
で
の
就
学
か
ら
仕
官
ま
で
を
述
べ
た
前
半
は
ほ
ぼ

「少
女
」
巻
の
叙

述
に
符
合
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し

「紫
綬
を
曳
き
て
三
台

に
昇
る
」
以
下
の
後
半
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
物
語
で
は
第
二
、
二
部
に
相
当

す
る
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
夕
霧
は
、
大
臣
と
し
て
天
皇
を
輔
弼
し
て
世
間
に

名
声
を
高
め
、
よ
く
治
ま
っ
た
時
代
に
在
っ
て
天
下
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
尽

力
す
る
、
こ
う
評
せ
ら
れ
る
ほ
ど
に
為
政
者
と
し
て
の
活
躍
を
示
し
て
い
る
だ



ろ
う
か
。
物
語
が
描
く
夕
霧
と
は
乖
離
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
か
。
作
者
は
こ
の
段
落
を

「文
を
以
つ
て
世

を
治
む
、
其
の
義
云
に
明
ら
か
な
り
。　
一
部
の
要
、
只
此
の
事
に
在
り
」
と
い

う
文
で
ま
と
め
て
い
る
。
作
者
の
立
場
は
こ
こ
に
顕
著
で
あ
る
。
夕
霧
は
光
源

氏
の
嗣
子
と
し
て
将
来
の
天
下
の
柱
石
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
、
学
問
に

精
励
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
ら
ば
そ
の
必
然
の
結
果
と
し
て
、
詩
序
の
作
者

に
あ

っ
て
は
、
夕
霧
は
先
の
ご
と
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ

に
は
学
問
の
力
を
信
奉
す
る
立
場
が
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
ま
た
作
者
像
を

示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
、
イ
の
段
落
の
作
中
人
物
の
先
樅
の
指
摘
も
注
目
さ
れ
る
。
先
行

の
物
語
を
取
り
込
む

『
源
氏
物
語
』
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
評
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
詩
序
よ
り
三
年
後
に
成
立
し
た

『紫
明
抄
』
の
注
と
も
読

み
合
わ
せ
て
検
証
し
、
『
源
氏
物
語
』
研
究
史
上
の
意
義
を
考
え
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

注（１
）

本
文
は
群
書
類
従
本
を
も
と
に
し
て
、
内
閣
文
庫
本
、
陽
明
文
庫
本
、
高
山
市

郷
土
館
本
を
対
校
本
と
し
、
さ
ら
に
私
見
を
加
え
て
校
定
し
た
。
補
訂
し
た
文
字

の
右
肩
に
＊
を
付
し
た
が
、
い
ち
い
ち
の
注
記
は
省
略
す
る
。

（２
）

『源
氏
物
語
』
の
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
よ
り
、
巻
数
と
頁
数

を
示
し
た
。

（３
）

陽
明
文
庫
本
、
高
山
市
郷
土
館
本
は

「仁
王
」。

（４
）

「朝
務
」
は
諸
本

「朝
霧
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
解
し
え
な
い
。
こ
こ
は
朝

務
―
夕
霧
↑
↓
明
時
―
天
時
と
い
う
対
偶
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
時
―
時
の
対
応

に
引
か
れ
て

「霧
」
に
誤
っ
た
と
見
て
、
文
脈
に
即
し
て

「務
」
に
改
め
る
。

（５
）

放
島
試
に
つ
い
て
は
、
大
曽
根
章
介

「放
島
試
考
―
官
韻
に
つ
い
て
」
今
日
本

漢
文
学
論
集
』
夕
』
メ巻
、
汲
古
書
院
、　
一
九
九
八
年
。
初
出

一
九
七
九
年
）
参
照
。

（６
）

写
本
に
は

「終

頭
」
と
仮
名
を
付
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「
フ
ハ
リ
」
と

「
ハ
ジ
メ
」
と
解
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
文
脈
に
合
わ
な
い
。

（７
）

『源
氏
物
語
辞
典
』
（東
京
堂
出
版
、　
一
九
六
〇
年
）
「注
釈
書
解
題
」、
国
語
国

文
学
研
究
史
大
成

『源
氏
物
語
』
上

（三
省
堂
、　
一
九
六
〇
年
）
「翻
刻
研
究
文

献
解
説
」、
緒
方
惟
精

「賦
光
源
氏
物
語
詩
に
つ
い
て
」
合
千
葉
大
学
文
理
学
部

文
化
科
学
紀
要
』
３
、　
一
九
六

一
年
）。
な
お
、
こ
れ
ら
が
拠
る
の
は
旧
著
で
あ

２
つ
。

―
―
本
学
大
学
院
教
授
―
―


